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様式  8 
〔学校部門〕                                                             ［概要版報告書］ 

助成番号 助成事業名 学校名 
2020-7212-012 岩木川流域における特定外来植物ニセアカシアの繁

殖状況調査と駆除活動 青森県立柏木農業高等学校 

校長名 髙野 浩輝 担当教諭名 木田 聖子 
過去の助成実績  なし  あり〔助成番号：      助成事業名：           〕 
キーワード 「特定外来植物」「河川治水」「水質」 
対象児童生徒 高校生（３年２８名：２年８名） 中学生（ 年  名） 小学生（ 年   名） 
対象河川名 岩木川・（赤石川） 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校 

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ 
テーマ  ： 河川敷に繁殖する特定外来植物の調査と駆除活動および河川の水質調査 
ねらい  ： 河川によって営まれる人間生活や農業についてその関係を知る。 
評価の観点： 研究調査の方法を身につける、まとめ考察できる力、結果を発表できる力、積極的に思考できる力 
活動時期 ： ５月、６月、８月、９月、１０月 

 

活動形態 総合的な 
学習の時間 

各教科学習 
課題研究 

各教科学習 
（   ） 学校行事 その他 

（    ） 合計 

上記の 
活動時間数 時間 １１２時間 時間 時間 時間 時間 

支援者等（複数記入可） 
保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援概要 

・河川管理団体の協力を得て岩木川のニセアカシアの繁殖状況調査と水質調査を行った。 

 ＮＰＯ法人つがる野自然学校 谷口 哲郎氏 

 弘前大学白神自然研究センター 山岸助教  

・赤石川流域のニセアカシアの繁殖状況について地域の有識者の方を助言者に調査を行った。 

 熊の湯温泉経営者 吉川 隆氏 

・青森国土河川管理事務所の許可を得て特定外来植物ニセアカシアの繁殖と岩木側流域の水質調

査を行った。 

・十三湊漁協の許可を得て水質調査を行った。 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体  

対外発表（             ） 

安全対策に関する課題 

・調査開始前に安全確認を行ったが、活動を行っている間におろそかになることがあった。 

・調査実施日の天候予報の確認と天候変化への速やかな対応が必要だった。 

 

活動の成果と今後の課題・展開 

・環境教育の一端としてＳＤＧｓの目標 7番目と 14番目、15番目を中心に活動を行うことができた。フィールドが

広いため、継続的な活動にするための広報や支援の必要性が課題として残った。 

 

活動内容と実施時期（主な活動を２つのみ記入） 

 部門 大分類 中分類 小分類 実施時期 

データベースに登録 

する活動分野 
学校部門 教育活動 

生物調査      系                                植物  ６・８・９  月 

水質調査      系                                  パックテスト      ８・１０月 

※データベースに登録する活動分野は、本冊子P.４６の活動分野一覧表から代表的なものを２つ記入して下さい。 



 
様 式 11-1   

アドバンス  活動報告書 
 （NO．１-１） 

1.助成事業名  岩木川流域における特定外来植物ニセアカシアの繁殖状況調査と駆除活動 学校名 青森県立柏木農業高等学校 助成番号 2020-7212-012  
2.単元名  岩木川流域におけるニセアカシアの繁殖の影響について調べ、課題を解決する方法を考え実行することができる。 
3.目標  河川によって人間生活や農業が営まれていることを理解させた上で、河川敷に繁殖する外来植物の調査･追跡、駆除など、環境保全に配慮した活動を行う。これらを通して河川の治水について考え、改善していく態度と能力を

育てる。 
4.実施学年 人数  2年生8名（生活科学科） 
5.場所 津軽白神湖湿地ビオトープ（青森県中津軽郡西目屋村）・岩木川流域河川敷（青森県中津軽郡西目屋村～青森県弘前市）・赤石川流域（青森県鰺ヶ沢町） 
6.単元構想（総時間数） 

 月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ 

２
学
年
・ 

単
元
目
標 

  

主
な
学
習
活
動 

 

評
価
項
目 

 

 

※申請時に作成したものを基にした実施計画を記載 
 

ニセアカシアの繁殖調査･駆除活動 30時間（校外活動18時間） 河川の水質調査および２つの河川敷のニセアカシアの繁殖状況調査 20時間（校外活動12時間） 調査結果のまとめ・発表活動 20時間 

津軽白神湖湿地ビオトープ周辺地でのニセアカシアの繁殖状況と駆除活動を行う。 

①岩木川流域のニセアカシアの繁殖状況について調査する。 

②岩木川中流域から下流域の水質についてパックテストを用いて調査する。 

 

①ニセアカシアの繁殖をとどめるための方法について

考える。 

②岩木川の水質が時期によりどのように変化するかを

知る。 

【課題の設定】 

津軽白神湖周辺のニ

セアカシアの繁殖状

況を知り、課題を設定

する。 

問題解決のための活

動目標を決め、年間

計画を立案する。 

【研究活動】 

津軽白神湖周辺地の上

空画像を用いてニセア

カシアの繁殖状況を把

握することで、課題解決

の動機付けを行う。 

 

＊画像撮影は業者に依

頼し、2回行う。 

【調査活動①】 

画像分析の結果から

駆除するニセアカシ

アの選抜を行い、駆

除実験を行う。 

実験後は、期間を定

めて追跡調査を行い

データの集積をす

る。 

①身近な自然の生態系

について知り、興味関

心をもつ。 

②課題を解決する方法

を考える。 

資料の分析を行う能力を

身に付け、課題を見つけ

ることができる。 

植物の生長の特徴につい

て知り、自然環境の保全

について考えることがで

きる。 

【調査活動②】 

①岩木川河川敷のニセアカシ

ア伐木工事跡地の追跡調査

を行い、ニセアカシアの再

生について知る。 

②河川敷の土壌構成について

調査する。 

＊河川敷のため、関係機関へ

の連絡、予備調査を行う。 

ライフジャケットの準備を行う。 

【調査活動③】 

岩木川中流域から下流

域までの水質調査をパ

ックテストを用いて行

う。 

時期による変化を知る

ために 2回実施する。 

 

＊関係機関への連絡、

予備調査を行う。 

ライフジャケットを着用

する。 

【調査活動④】 

鰺ヶ沢町を流れる赤石

川流域のニセアカシア

の繁殖状況を調査する。 

 

＊関係機関への連絡、

予備調査を行う。 

ライフジャケットを着用

する。 

 

川と森の関係に興味関心

をもち、河川域の植生につ

いて考えることができる。 

川と森の関係について

興味関心をもち、水質調

査を通して新たな疑問

をもつことができる。 

岩木川河川敷のニセ

アカシアの繁殖状況に

ついて興味関心をも

ち、新たな課題を発見

することができる。 

①表やグラフを作り、調

査内容について結果を

まとめ考察することが

できる。 

②活動内容についてレポ

ートをまとめ、各種の発

表会に応募し、活動内

容についてより深く理

解する。 

③次年度の課題について

話し合うことができる。 

【活動のまとめ】 

①水質調査および駆除実験

のデータを表やグラフを

用いてまとめ、考察を行

う。 

②活動内容について研究発

表を行う。 

③次年度の課題について話

し合う。 

 

 



様 式 11-2

アドバンス  活動報告書

（NO．2-1） 
1.助成事業名 岩木川流域における特定外来植物ニセアカシアの繁殖状況調査と駆除活動 学校名 青森県立柏木農業高等学校 助成番号 2020-7212-012 
7.実際に行った単元構成 注）活動の様子を記述し、写真を添付してもよい。 

8.成果と課題 
・地域の自然環境を深く知ることにより、広い視野で地域を見ることができ、郷土への愛着心が養われ環境保全について考えることができるようになった。

・ドローンでの撮影を行うことで、ニセアカシアの群落の減少を確認することができたことから、今まで継続してきた研究活動の結果を知り一層の取り組みへの弾みになった。そのため、調査範囲についても広げていきたいという興味関心が生まれ、新しい

課題に取り組むことができた。

・水質や土壌調査については、収集したデータの分析･考察についてもっと深く取り組んでいく必要がある。

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２

２
学
年

ニセアカシアの繁殖調査･駆除活動 河川の水質調査および２つの河川敷のニセアカシアの繁殖状況調査 調査結果のまとめ・発表活動 

②岩木川流域のニセアカシアの繁殖状況について現地で観察･調査を行った。

③岩木川中流域から下流域の水質についてパックテストを用いて調査した。夏と秋の２

回行うことで岩木川に流入する農業用水が水質にどのように影響するかを調査し

た。

ニセアカシアの繁殖状況と駆除活動の結果についてまとめ、

高校生対象の発表会にオンラインで参加することができた。 

また、白神山地ビジターセンターにおいてニセアカシアの研

究調査についてプレゼンを行うことができた。 

【課題の設定･年間

計画の立案】 

前年度から継続して

いるニセアカシアの

駆除活動について、

今年度の課題と目

標達成のための年

間活動計画を立て

ることができた。 

【研究活動】 

津軽白神湖湿地ビオトー

プ周辺地でのニセアカシ

アの萌芽状況について調

査した。 

ドローンで撮影された画

像の分析を行った。 

【調査活動②】 

岩木川河川敷で前年度に伐木された後

のニセアカシアの再生状況の調査を行っ

た。 

ニセアカシアの再生した河川敷の土壌に

ついて調査するために土壌の採取を行っ

た。 

①津軽白神湖湿地ビオトープ周辺地の上空写真をもとに、ニセアカシアの繁殖状況

を分析し、繁殖域についてまとめ駆除活動を行った。

前年度から継続調査を続けているニセアカシアの萌芽の状態について観察調

査を行った。 

【調査活動③】 

岩木川流域の５カ所で水

の採取を行い、パックテ

ストで水質について調査

した。 

【調査活動①】 

画像分析の結果から

駆除するニセアカシア

の選抜を行い、駆除実

験を行う。 

実験後は、期間を定め

て追跡調査を行いデ

ータの集積を行った。 

【調査活動④】 

鰺ヶ沢町を流れる赤石川

のニセアカシアの繁殖状

況調査を行った。 

【まとめ･発表】 

研究結果を「全国ユース環境活動発表

大会東北大会」に応募し、奨励賞を受

賞した。 

白神山地ビジターセンターでの活動発表会 



様 式 11-1 

アドバンス  活動報告書

（NO．１-２） 
1.助成事業名 岩木川流域における特定外来植物ニセアカシアの繁殖状況調査と駆除活動 学校名 青森県立柏木農業高等学校 助成番号 2020-7212-012 
2.単元名 岩木川流域におけるニセアカシアの繁殖の影響について調べ、課題を解決する方法を考え実行することができる。

3.目標 河川によって人間生活や農業が営まれていることを理解させた上で、河川敷に繁殖する外来植物の調査･追跡、駆除など、環境保全に配慮した活動を行う。これらを通して河川の治水について考え、改善していく態度と能力を

育てる。

4.実施学年 人数 ３年生8名（生活科学科） 
5.場所 津軽白神湖湿地ビオトープ（青森県中津軽郡西目屋村）・岩木川流域河川敷（青森県中津軽郡西目屋村～青森県弘前市）・赤石川流域（青森県鰺ヶ沢町）

6.単元構想（総時間数） 
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２

３
学
年
・
単
元
目
標

主
な
学
習
活
動

評
価
項
目

※申請時に作成したものを基にした実施計画を記載

ニセアカシアの繁殖調査･駆除活動 30時間 (校外活動１８時間) 河川の水質調査および２つの河川敷のニセアカシアの繁殖状況調査 ２０時間 (校外活動１２時間) 調査結果のまとめ・発表活動（20時間） 

津軽白神湖湿地ビオトープ周辺地でのニセアカシアの繁殖状況と駆除活動を行う。 
津軽白神湖湿地ビオトープ周辺地のニセアカシアの繁殖状況につ

いて調査する。 
ニセアカシアの繁殖をとどめるための方法に

ついて考える。 

【課題の設定】 

①前年度の活動の見

直しを行う。

②問題解決のための

活動目標を決め、

年間計画を立案す

る。

【調査活動①】 

①津軽白神湖周辺地の

上空画像を用いてニ

セアカシアの繁殖状

況を把握することで、

課題解決の動機付け

を行う。

②前年度に処置した津

軽白神湖湿地ビオト

ープ周辺地のニセア

カシアの萌芽状態を

調査する。

【調査活動②】 

画像分析の結果から駆除

するニセアカシアの選抜を

行い、駆除実験を行う。 

実験後は、期間を定めて追

跡調査を行いデータの集

積をする。 

①身近な自然の生態系に

ついて知り、興味関心

をもつ。

②課題を解決する方法を

考える。

①資料の分析を行う能力

を身に付け、課題を見

つけその解決のための

活動を行うことができ

る。

②前年度からのニセアカ

シア駆除実験の経過観

察を行うことができる。

植物の生長の特性につい

て知り、自然環境の保全に

ついて考えることができ

る。 

ニセアカシアの変化につい

て観察･記録ができる。 

【調査活動③】 

津軽白神湖湿地ビオトープ

を流れる河川敷のニセアカ

シアの繁殖状況を調査す

る。 

＊河川敷のため、関係機関

への連絡、予備調査を行う。 

ライフジャケットの準備を行

う。 

河川と森の関係に興味関心

をもち、河川流域の植生につ

いて考えることができる。 

①植樹をすることで、ニ

セアカシアを伐採した

分のカーボンニュート

ラルを目指す。

②植樹活動をすすめて

いくための苗木の確

保に努める。

①表やグラフを作り、調査内容

について結果をまとめ考察す

ることができる。

②活動内容をまとめ、ポスター

を作り、発表をすることができ

る。

③次年度の課題について話し

合い、2年生に引き継ぐこと

ができる。

【活動のまとめ】 

①駆除実験のデータを表やグラフ

を用いてまとめ、考察を行う。

②活動内容について研究発表を行

う。

③今年度の研究結果の課題をまと

め、２年生に引き継ぐ。

【植樹活動】 

①津軽ダム工事残土捨て

場の植樹活動を行い、

緑化を行う。

②植樹用の苗木の育成を

行う。



様 式 11-2

アドバンス  活動報告書

（NO．２-２） 
1.助成事業名 岩木川流域における特定外来植物ニセアカシアの繁殖状況調査と駆除活動 学校名 青森県立柏木農業高等学校 助成番号 2020-7212-012 
7.実際に行った単元構成 注）活動の様子を記述し、写真を添付してもよい。 

8.成果と課題 
・地域の自然環境を深く知ることにより、広い視野で地域を見ることができ、郷土への愛着心が養われ環境保全について考えることができるようになった。

・ドローンでの撮影を行うことで、ニセアカシアの群落の減少を確認することができたことから、今まで継続してきた研究活動の結果を知り一層の取組みへの弾みになった。そのため、調査範囲についても広げていきたいという興味関心が生まれ、新しい課題

に取り組むことができた。

・津軽白神周辺地にある津軽ダム工事残土捨て場への植樹活動の継続ができた。伐採したニセアカシアを補えるように植樹することで生態系の持続性を考えることができた。

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２

３
学
年

ニセアカシアの繁殖調査･駆除活動 河川敷のニセアカシアの繁殖状況調査 調査結果のまとめ・発表活動 

津軽白神湖湿地ビオトープ周辺地のニセアカシアの繁殖状況について調査する。 ニセアカシアの繁殖をくいとどめるための方

法について考える。 

【課題の設定】 

前年度から継続している

ニセアカシアの駆除活

動について、今年度の

課題と目標達成のため

の年間活動計画を立て

ることができた。 

【研究活動】 

津軽白神湖湿地ビオトープ周

辺地でのニセアカシアの萌

芽状況について調査した。 

ドローンで撮影された画像の

分析を行った。 

【調査活動①】 

画像分析の結果から駆除す

るニセアカシアの選抜を行

い、駆除実験を行う。 

実験後は、期間を定めて追

跡調査を行いデータの集積

を行った。 

津軽白神湖湿地ビオトープ周辺地でのニセアカシアの繁殖状況と駆除活動を行う。 

【調査活動②】 

津軽白神湖湿地ビオトープを流

れる河川敷のニセアカシアの

繁殖状況を調査する。 

【植樹活動】 

津軽ダム工事残土捨て場の植

樹活動を行い、緑化を行う。 

植樹用の苗木の育成のために

苗床を設置し、ドングリ等の播

種を行った。 

【まとめ･発表】 

活動内容をポスターにまと

め、全校生徒に発表すること

ができた。 



様 式 11-1 

アドバンス  活動報告書

（NO．１-３） 
1.助成事業名 岩木川流域における特定外来植物ニセアカシアの繁殖状況調査と駆除活動 学校名 青森県立柏木農業高等学校 助成番号 2020-7212-012 
2.単元名 岩木川流域におけるニセアカシアの繁殖の影響について調べ、課題を解決する方法を考え実行することができる。【科目：水循環】

3.目標 河川によって人間生活や農業が営まれていることを理解させた上で、河川敷に繁殖する外来植物の調査･追跡、駆除など、環境保全に配慮した活動を行う。これらを通して河川の治水について考え、改善していく態度と能力を

育てる。

4.実施学年 人数 ３年生２０名（環境工学科）

5.場所 津軽白神湖湿地ビオトープ（青森県中津軽郡西目屋村）・岩木川流域河川敷（青森県中津軽郡西目屋村～青森県弘前市）・赤石川流域（青森県鰺ヶ沢町）

6.単元構想（総時間数） 
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２

３
学
年
・
単
元
目
標

主
な
学
習
活
動

評
価
項
目

※申請時に作成したものを基にした実施計画を記載

水を有効的・計画的に利用するための知識と技術を習得させ、地球上の水循環と環境や生物地のかかわり、人間生活が水循環中で営まれることを理解させるとともに、環境保全に配慮し、農業の持続的な発展に活用する能力と態度を育てる。（140時間） 

①我が国の水資源とバーチャルウォーターの関係と農業との強い結びつきにつ

いて知る。 

②森林の環境保全が海を育む仕組みなどトータルな水質保全の重要性を理解す

る。 

①学校周辺の河川環境や生物の生息状況、柏農ビオトープを中心に水と自然環境の

関連性について理解する。
②農業と水の関係について浸水や生物保護の観点も含めて理解する。

水が人間生活に関係し、この関係を将来につなげていく

ことの重要性を理解する。 

【単元：水と地球環境】 

①水と大気、森林、河川、農

地とのつながりを知る。

②水と生態系について知

る。

【単元：水と人間】 

①水の基本的な性質につ

いて知る。

②水と人間の歴史を知

り、水が人間生活にど

のように関わっている

かを知る。

①地球全体の水循環の視

点と、流域における森

林･河川･農地をそれぞ

れの水循環の視点で考

えることができる

②水循環のなかでの生物

のあり方に興味関心を

もつことができる。

水と人間の相互関係にお

いて水の役割について理

解することができる。 

【単元：水と森林の土壌】 

①水と森林土壌の関係を

知り、農地や河川の水質

保全のための仕組みを

知る。

②白神山地へのニセアカ

シアの繁殖によるブナ

原生林への影響や河川

の保全について知る。

③森林の保全が海を育む

仕組みなどトータルな水

質保全を理解する。

【校外活動】 ６時間 

①鰺ヶ沢町を流れる赤石川流域の

ニセアカシアの繁殖状況を調査

する。

②赤石川の動植物の生態系につ

いて知ることができる。

③白神山地と周辺の河川、海への

水循環について学ぶ。

＊関係機関への連絡、予備調査を

行う。 

ライフジャケットを着用する。 

①農業生物の栽培における水

の働きや役割、農地や河川

の水質保全について理解す

ることができる。

②白神山地を対象に、河川の

治水や森林への水循環の

影響を保全することに興味

関心をもつことができる。

③水循環が津軽地域の生態

系や農林水産業に影響を与

えることを理解する。

① ニセアカシアの繁殖が河川治水に

与える害について知ることができ

る。

②河川流域の動植物の生態系につい

て興味関心をもつことができる。

③河川を実際に観察し、有識者からそ

の河川の歴史を聞くことで、河川が農

地に与えてきた恩恵や森林と河川と

の水循環を地球規模で考えることが

できる。

単元：【水の基本的性質】 

①土の基本的性質と土に含まれる

水について知る。

②農業用水の多面的利用について

理解する。

【単元：水と農地の土壌】 

６時間 

農地や森林の水資源を国

土保全や環境創造に活用

できるようにする。 

地球環境における水の役割

について理解し、利水や治

水のための調査と研究がで

きる。 

①水資源の安定的な確保とその活用につ

いて知り、利水や治水、水施設の維持管

理について興味関心をもち、活用できる

ようになる。

②農業用水が農業生産に利用されるだけ

でなく、環境の保全に役立つことを知る

ことができる。



様 式 11-2

アドバンス  活動報告書

（NO．２-３） 
1.助成事業名 岩木川流域における特定外来植物ニセアカシアの繁殖状況調査と駆除活動 学校名 青森県立柏木農業高等学校 助成番号 2020-7212-012 
7.実際に行った単元構成 注）活動の様子を記述し、写真を添付してもよい。 

8.成果と課題 
・「水循環」は、地球規模での水の循環について考えていく科目であるため、学習対象が幅広く実感がもちにくいが、身近な森林や河川を対象にして活動することによってより学習の効果があった。

・水の有効利用として、水力発電装置の制作に取り組んだが、電気エネルギーとして利用できるところまでいけなかったので活用の方法を考えていきたい。

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２

３
学
年

水を有効的・計画的に利用するための知識と技術を習得させ、地球上の水循環と環境や生物地のかかわり、人間生活が水循環中で営まれることを理解させるとともに、環境保全に配慮し、農業の持続的な発展に活用する能力と態度を育てる。（140時間） 

①学校周辺の河川環境や生物の生息状況、柏農ビオトープを中心に水と自然

環境の関連性について理解する。

②農業と水の関係について浸水や生物保護の観点も含めて理解する。

水が人間生活に関係し、この関係を将来につなげて

いくことの重要性を理解する。 

水と大気、森林、河

川、農地についてそ

の役割を理解すること

ができた。 

農産物を生産する

ために必要な水資源

がバーチャルウォー

ターとして地球上に循

環していることを知っ

た。 

学校ビオトープを活用して、

イネの栽培や水生動物の飼育

に挑戦することができた。 

【水力発電実験】 

水の力を有効利用でき

る方法を考え、身近な材

料を使って水力発電に挑

戦することができた。 

＊助成金の利用 

①我が国の水資源とバーチャルウォーターの関係と農業との強い結びつきにつ

いて知る。

②森林の環境保全が海を育む仕組みなどトータルな水質保全の重要性を理解す

る。

【校外活動】 

事前に白神山地と水循環について、映像で学習

し、予備知識を得ることができた。 

実際に河川の観察を行い、地域の専門家から森

林と河川、海の水循環について話しをしてもらい、

水循環について学ぶことができた。 

＊助成金の利用 

① 森林と河川のつながり

やそれらと、生態系と

の関係を複合的に考

察できる能力を養うこ

とができた。

②地下浸透水やダムなど

身近な分野を題材にして

水資源の保全を考察で

きる力を養うことができ

た。

農業の生産力や生活の

豊かさを追求するための水

の利用は、水循環の中で環

境保全との均衡を保つこと

により、持続的な利用が可

能であるということを理解す

ることができた。 



様式13 

〔学校部門〕 共通 ［活動写真］

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名

2020-7212-012 
岩木川流域における特定外来植物ニセア

カシアの繁殖状況調査と駆除活動
青森県立柏木農業高等学校

校長･髙野 浩輝

フィールド：津軽白神湖湿地ビオトープ周辺地

日 付 ：２０２０年６月１４日

コメント：駆除実験を行ったニセアカシアの経過について

調査･記録を取った。

フィールド：岩木川河川敷（藤崎町水辺の広場）

日 付 ：２０２０年８月３日

コメント：岩木川河川敷で、一昨年に伐木された後のニセア

カシアの再生状況の調査を行った。

フィールド：津軽白神湖湿地ビオトープ周辺地

日 付 ：２０２０年８月１１日

コメント：切り株に薬剤処理を施すためにニセアカシアを

伐採している。

フィールド：津軽白神湖湿地ビオトープ周辺地

日 付 ：２０２０年８月１１日

コメント：西目屋村大沢川の観察に出かける準備と安全確

認を行っている。



フィールド：岩木川（藤崎町～つがる市） 

日 付 ：２０２０年９月２日

コメント：パックテストを用いて川の水質を調査するため

に水を採取している。

藤崎町から五所川原市、つがる市、十三湖河口、

十三湖までの５カ所の水質について調査した。

フィールド：西目屋村津軽白神湖湿地ビオトープ

日 付 ：２０２０年１０月１２日

コメント：津軽白神湖湿地ビオトープ周辺地にある工事残

土捨て場の植樹活動を行った。。

フィールド：鰺ヶ沢町大字一つ森地区（赤石川）

日 付 ：２０２０年１０月１３日

コメント：鰺ヶ沢町を流れる赤石川の生物や水質、周辺の植

  生について地域の専門家から講習を受けている。 

注）写真は５～６枚程度（枚数が多くなっても、また複数ページになってもかまいません。）



様式14 

〔学校部門〕 ［実施箇所位置図］

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名

2020-7212-012 
岩木川流域における特定外来植物ニセアカシアの繁

殖状況調査と駆除活動
青森県立柏木農業高等学校

校長・髙野浩輝

助

成

事

業

の

主

な

実

施

箇

所

主な実施箇所 青森県中津軽郡西目屋村川原平 他２か所

※環境学習を数カ所で実施している場合は、代表的な箇所を2カ所程度記載してください。 
※ダム等の施設を見学した場合は、当該施設の位置図を記入して下さい。

  （縮尺は1/50万～1/100万程度） 

赤石川の植生調査場所

ニセアカシア調査場所

水質調査場所

水質調査場所

水質調査場所

水質調査場所

水質調査場所




